





























































































































































































































に，韓国人による初めての学問的成果とされる，白楽濬のThe History of Protestant 

































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（復興 22）を遂げた韓国キリスト教会






































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，というの




0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，必然的連関性があるのでは無い
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，という
ことである。堕落や過ちを正すための分裂というのが時にやむを得ない場
合もあるかもしれないが，安易な分裂は慎まなければならないであろう。
2006年所収。
34　 高萬松「韓国教会の成長と危機」，『聖学院大学総合研究所紀要』第48号，2010
年。高萬松はまた，韓国教会の危機は「キリスト者の減少だけではなく，社会から
の信頼を得られないキリスト教となっている」現状のことであると述べる。
35　 倉持和雄も韓国の各個教会の教会成長に関して，「韓国プロテスタント教会は
教派に属しているといっても各個教会主義の性格が非常に強い。このため教会内
部の紛争とは違い，教派内部の対立・抗争は個別教会の教勢にそれほど影響を与
えなかったのだろう」としている（「韓国キリスト教の歴史と特質についての考察」
『横浜市立大学論叢 人文科学系列』第58巻第 1・2号，2006年，37頁）。
⑭
林熙國氏の講演を聞いて
― 51 ―
事実，自称，「正統」と称して際限ない分裂を繰り返していく時，プロテ
スタント教会の否定的な問題（教職者の世襲，教会内紛，教会私物化）を
有しないカトリック教会に流れる人たちが今，増えているのである 36。そ
して，韓国教会の教会成長にも，内的要因と共に外的要因が多分にあり，
その要因が失われた時，すでに，その成長が頭打ちとなっていることが報
告されている 37。
私は，日韓キリスト教会における背景の差異を強調する者であるが，そ
の上で今，両国の教会の置かれている位置において共通している一つの点
は，程度の差はあれ，両国プロテスタント・キリスト教会の伝道が頭打ち
となっている，という点であると思う。そうとすると，すでにほとんどの
点で日本の教会を上回った感のある韓国キリスト教会に対して，日本のキ
リスト教会は，この閉塞状況にあってこれからは，一体どのような伝道と
教会形成が出来るかということを，なおも歴史を振り返りつつ，“共に祈
り，共に学びつつ，努力していく”ことが出来る，という時に差し掛かっ
ているのではないかと思う。ますます，両国キリスト教会の交流・発展が
求められる 38。
36　 倉持和雄，前掲論文，43頁。
37　 2005年度の韓国統計庁の調査結果は，プロテスタント教会の会員数が1995年に
比べて減少していることを示している（韓国キリスト教歴史学会編「第13章 教会
の成長と発展」『韓国キリスト教史』韓国キリスト教歴史研究所，2009年。〔常石
希望訳「1960～1990年代 韓国キリスト教の成長と発展 ～その現象と要因～」『愛
知大学国際問題研究所紀要』第137号，2011年 3月所収〕）。
38　 日本基督教団在外教師（大韓イエス長老会立長老会神学大学校教員）の洛雲海
は，ある雑誌のインタビューで次のように言われた。「日本のキリスト教界の現状
を何とかするためには，韓国キリスト教界にこそ学ぶ必要がある。他方，韓国の教
会も課題は多く，現状のままでは大変なことになります。もはや，日本人も韓国人
もない。神の国の福音を宣べ伝えるためのささやかな努力を，この国〔韓国〕で始
めたに過ぎません」（『季刊 Ministry』2012年夏号〔No.14〕，キリスト新聞社，15頁）。
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